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石田興業株式会社
URL　 http ://www .ｋａｎtｏshigen .co .jp/

対象期間 :平成22年10月～平成23年9月

※平成23年 12月１日発行



私たちは環境問題を常に考え行動しています。
産業廃棄物業は近年における経済活動の進展、生活様式の多様化、物資的豊かさの拡大に伴い、排出され

る産業廃棄物の量は膨大なものとなり、エネルギーの消費、環境に影響を与えています。

当石田興業株式会社におけるエコアクション21活動の実施に当たり、私たちの環境活動が地域社会のー

助として当然の責務である事、環境活動の重要性を全社員が認識する事により、持続的発展が可能な循環

型形成社会の実現に向け貢献していきます。

【対象事業所】(EA 21認証)

【代表】

【環境管理責任者】

【担当者】

【連絡先】

【創業】

【資本金】

【事業内容】

【所在地】 本　　　　 社

阿部岡事業所

【従業員数】

【車両保有台数】

石田興業株式会社

山本 博

井上 義四郎

青木 良二

02 8 5 -7 5 -7 5 1 1

昭和45年9月28日

1､000万円

産業廃棄物処分業 （中間処理 :焼却、破砕、圧縮）

許可の有効期限　 平成24年6月26日

〒321-4305 栃木県真岡市荒町5218番地

〒321-4512 栃木県真岡市阿部岡363-3

19名

O台

【平成23年度の実績】(H22.8～H23.7)

売上高 (百万円)　　　　　 4 3 5
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環　 境　 方　 針

当社は、社会との調和を基本に 『感謝 ・協調 ・奉仕』 の心で、 環境保全への弛まぬ努力と誠実な仕事の実行に努め、

持続的発展が可能な循環型社会の形成に貢献致します。 この理念のも と、 産業廃棄物の中間処理事業全般にわたって

環境影響を考慮し、 以下の指針を制定して環境経営に努めます。

１

２

３

４

５

《基　　 本　　 指　　 針》

境負荷低減のために環境方針を踏まえて、 技術的、 経済的に可能な範囲で環境目的・目標

を年度毎に設定し、 環境経営システムを構築 します。

法規制及び当社が同意するその他の要求事項を順守し、 産業廃棄物の適正な処理と汚染の

予防を行い地球環境保全に務めます。

当社の中間処理に係わる以下の項目を、 環境保全の重要項目と して優先的に取組みます。

①C02排出量の削減　 ②水の使用量の節約　 ③廃棄物の削減

この方針を達成する為に

します。

目標の設定と推進、 教育 ・訓練の実施等、 有効な施策を展開致

この環境方針は全従業員に周知する と と もに、 外部からの要求に対 し開示いた します。

これらを継続的に推進 ・改善するため、 環境経営システムを構築 ・運用し、

定期的に実施 します。

環境方針を含めたシステムの見直 しを

平成22年6月１日 改定

石田興業株式会社｜代表取締役　 山本 博
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【 事 業 経 歴 書 】

年　 月　 日 事 業 経 歴

昭和39年11月 個人経営で創業開始

昭和45年9月28日 石田興業㈱として法人設立

平成9年5月14 日 産業廃棄物収集運搬業 栃木県許可取得

平成14年12月 焼却施設ダイオキシン対策工事完了

平成17年3月11日 産業廃棄物収集運搬業 群馬県許可取得

平成17年3月15日 産業廃棄物収集運搬業 栃木県許可取得

平成17年3月23日 産業廃棄物収集運搬業 茨城県許可取得

平成17年3月28日 産業廃棄物収集運搬業 埼玉県許可取得

平成17年3月28日 産某廃棄物収集運搬業 さいたま市許可取得

平成17年3月30日 産業廃棄物収集運搬業 宇都宮市許可取得

平成17年3月31日 産業廃棄物収集運搬業 千葉県許可取得

平成18年9月5日 (財)地球環境戦略研究機関の定めるエコアクシヨン21 認証取得

平成19年6月27日 産業廃棄物中間処理業 栃木県許可取得

平成22年5月15日 収集運搬業許可 廃止

現在に至る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賞罰なし

本　　　 社　 ：栃木県真岡市荒町5218番地
T E L　 02 85 -84 -1 16 1　　 F A X　 02 85-84 -0 9 8 1

阿部岡事業所 ：栃木県真岡市阿部岡363-3
T E L　 0 2 8 5 -7 5 -7 5 1 1　　 F A X　 0 2 8 5 -7 5 -16 5 9

URL h ttp : / / www . ｋａｎtｏsｈｉｇｅｎ . co . j p/
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【環境組織図 】

環境管理責任者
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役割と責任及び権限

代表者 ･経営の統括管理責任者であり､環境方針を制定する｡また､必要な経営資源

を提供する。

代表代行 ･エコアクシヨン21の運用の経営責任者として､代表者が定めた環境方針に基

づき､環境目標 ･活動計画等の運用全般の承認行為を行う。

･エコアクシヨン21の全体の評価と見直しを行う。

環境管理責任者 ･環境活動全体を把握し､環境経営システムを構築運用する｡また､その実施

状況を代表代行に報告する。

･外部からの苦情等に対応する。

ｴｺｱｸｼﾖﾝ2 1事務局 ･環境経営システムに関わる内外部の連絡を司る｡またEA21文書及び記録の

作成維持･管理等を実施する。

事務業務 ･委託契約､マニフェスト伝票等の管理

中間処理部門 ･廃棄物の選別･施設の運転･施設の補修､管理

･施設周辺の環境保全

施設管理部 ･社内施設のメンテナンス及び修繕



【石田興業㈱処理工程図】
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【処理能力】
施設名 種類 嘔理能力(t/ 日)

破砕施設 木くず 10 .0 t/ 日

廃プラスチツク類 4 .4 8t/ 日

金属くず 10 .0 t/ 日

ガラス<ず･コンクリートくず･陶磁器くず 13 .4 4 t/ 日

破砕施設 がれき類 80t/ 日

焼却施設 繊維<ず 4 .8 t/ 日

紙くず 4 .8 t/ 日

木くず 4 .8 t/ 日

圧縮施設 廃プラスチック類 43 .2 t/ 日

施設名 種類 保管面積 容量 高さ

保管施設

(処理前)

廃プラスチツク類 25 ・ 10.4 ・ 1 .2 5 m

木くず､紙くず､繊維くず 70 .03 ・ 128.5 1・ 2 .5 m

木くず､紙くず､繊維くず 14 .95 ・ 22 ・ 1 .4 8 m

ガラスくず･コンクリー卜くず及び陶磁器<ず 30 .4 7 ・ 40 ・ 1 .3 1 m

がれき類 56 .4 ・ 103.5 ・ 2 .5 m

金属<ず､ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器<ず､廃プラスチツク類 6.84 ・ 8.2 ・ 1 .2 m

木くず 14 .95 ・ 22 ・ 1 .4 8 m

保管施設

(処理後)

燃え殼 24 .94 ・ 45 ・ 1 .8 m

廃プラスチツク類 21・ 42 ・ 2 m

廃プラスチツク類 139 .2 1 ・ 2 63 .37 ・ 2 .5 m

ガラス<ず･コンクリー卜くず及び陶磁器くず 5 1.25 ・ 96.87 ・ 2 .5 m

がれき類 56 .4 ・ 88 .8 ・ 2 m

ばいじん 19 .14 ・ 30 ・ 1 .5 7 m

木くず､ガラス<ず･コンクリート<ず及び陶磁器<ず､金属くず､廃プラスチツク類 14 .95 ・ 22 ・ 1 .4 8 m

※　 許可の有効期限 ：平成24年6月26 日
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【環境目標と実績】
●環境目的(中期目標)

基準
(平成22年度実績)

平成23年度
基準値より1％削減 (向上)

平成24年度
基準値より2％削減 (向上)

平成25年度
基準値より3％削滅 (向上)

電気使用量 9 8 6 ,3 2 2 k w h 97 6 ,4 5 9kw h以下 966 ,5 9 6kw h以下 956 ,73 2kw h以下

重油使用量 3 1 ,9 8 5 2 3 1,6 6511以下 3 1,34 52以下 3 1,0 2 512以下

軽油使用量 7 2 ,6 6 2 2 7 1,9 3 52以下 7 1,20 92以下 70 ,4 822以下

廃プﾗ のﾘｻｲｸﾙ率 2 6 % 3 0% 以上 45%以上 60%以上

水道使用量 5 16 ・ 5 11・ 以下 50 6 ・ 以下 50 1 ・ 以下

●平成23年度目標と実績

基準
(平成22年瘤害錯 )

目標 実績 目標値との差 評価

電気使用量 98 6 ,3 2 2 kw h 9 7 6 ,4 5 9 kw h 9 4 6 ,7 10 kw h - 2 9 ,74 9 kw h 達成

重油使用量 3 1 ,9 8 5 2 3 1 ,6 6 5 12 2 9 ,9 7 0 2 - 1 ,6 9 5 2 達成

軽油使用量 8 3 , 1 5 0 2 8 2 ,3 1 9 兌 7 2 ,6 6 2 2 - 9 ,6 5 7 11 達成

廃プﾗ のﾘｻｲｸﾙ率 2 6 % 2 7 % 3 5 % 5ポィント 達成

水道使用量 516 ・ 5 1 1 ・ 680 ・ 169 ・ 未達成

【二酸化炭素排出量の推移】

年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

ＣＯ２排出量

(kg-CO2)
4 6 4 ,0 4 6 .7 9 7 7 4 ,4 4 5 .5 7 6 4 4 ,0 5 5 .5 5 6 2 0 ,2 18 .5 2

エコアクション21環境活動レポート2011



【主な取組み活動】

軽油使用量削減活動

１)エコドライブ手順書徹底による軽油使用量削減

２)機体管理及びメンテナンスによる燃費改善

廃プラのリサイクル率向上 (廃プラスチックの分別推進)

１)廃プラスチック類の分別作業の徹底

２)チェツク表による分別状況の確認

ヤごゞ

ì

水使用量の削減活動　　　　　　　　 ７

１)水洗トイレのタンクにペットボトルを入れる。

２)水の出しっぱなしに注意し、小まめに水栓を調整、適量出水の推進

３)チェツク表による節水取組の実施と確認

従業員の環境教育活動

環境方針及び目標に対しての取組みとその背景に有る地球環境問題に

ついての理解を深める教育を実施する。 エコアクション21環境活動レポート2011



カーボンオフセット

・　 中間処理に必要な重機の燃料等は、軽

油使用量削減活動によりある程度まで

削減できますが、限界があります。そこ

で、年間のＣｏ２排出量を算出し、マイナ

ス6％＋1％＝７％に該当するオフセット

量の２６トンを購入いたしました。

エコアクション21環境活動レポート2011



【環境取組み結果の評価】
二酸化炭素の排出抑制のため、電気と重機等の燃料使用量を削減していくことを目標として活動を

行ってきました。節電意識や重機のアイドリングストップ等の活動が定着してきたことにより、電気、

燃料 (軽油等)の使用量は削減しました。また、節水についてもトイレ流水量の調節や啓蒙に取り組

んできましたが、震災による設備故障や破損に伴い、雨水の利用が十分に出来なかったことや漏水

の発生が重なり、前年度よりも増加しました。

【環境関連法規の違反の有無】

H22年10月～H23年9月までの期間における環境関連法律・条令等を

H23年10月１日にエコアクション21事務局及び環境管理責任者が確認

した結果、違反はありませんでした。

※主な環境関連法令・条例等は別途『法規制その他の要求事項管理台帳』に参照。

【処理料金】
･別途お見積り致しますのでお気軽にお問い合わせ下さい。

T E L .0 2 8 5 - 7 5 - 7 5 1 1　　 FA X .0 2 8 5 - 7 5 - 16 5 9

エコアクション21環境活動レポート2011



【受託した産業廃棄物の処理量】
平成23年 （平成22年10月～平成23年9月）

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 数量

収 集 運 搬

廃プラスチツク類

＼
0.0 0

紙くず 0 0 0

木くず 0 .0 0

繊維くず 0 ,0 0

金属くず 0 0 0

力゙ﾗｽ .ｺﾝｸﾘｰﾄ.陶磁器<ず 0 .0 0

がれき類 0 .0 0

収集運搬量合計 0 0 0

中 間 処 理

廃プラスチツク籍 破砕･圧縮 2 34 6 .8 3

紙くず 焼却 9 9 0 ,5 8

木くず 破砕･焼却 3 6 8 6 .5 9

繊維くず 焼却 7 5 .4 4

金属くず 破砕 1 6 0 8 4 2

力゙ﾗｽ.] ﾝｸﾘｰﾄ.陶磁器くず 破砕 3 13 2 .8 4

がれき捕 破砕 7 0 9 2 9 8

うち再資源化等

廃プラスチツク麺 破砕 ･圧縮 3 2 8 1 6

木くず 破砕 2 7 8 7 .0 3

金属<ず 破砕 1 5 8 0 5 9

力゙ﾗｽ ｺﾝｸﾘｰﾄ 胞磁器 くず 破砕 2 3 2 8 0 1

がれき類 破砕 5 77 3 .3 3

再資源化等計 F ﾞ12 79 7 1 j

中間処理量合計
m

最 終 処 分

廃プラスチツク蛭 埋立処分 0 .0 0

紙くず 埋立処分 0 0 0

末くず 埋立処分 0 0 0

繊維くず 埋立処分 0 0 0

金属くず 埋立処分 0 0 0

力'ﾗｽ.] ﾝｸﾘｰﾄ.陶磁器くず 埋立処分 0 .0 0

がれき麺 埋立処分 0 .0 0

最終処分量合計 r ‾‾　 0 0 0

中間処理後の産

業廃棄物

最終処分

廃プラスチック話 安定型埋立(委託) 2 0 1 8 ､6 6

木くず 管理型埋立(委託) 4 1 2 5

金属くず 安定型埋立 (委託 ) 2 5 9 9

力゙ﾗｽ.ｺﾝｸﾘｰﾄ.陶磁器くず 安定型埋立(委託) 8 0 4 8 3

がれ き話 安定型埋立(委託) 2 7 10 .3 7

最終処分計

再資源化

等

廃プラスチツク麺 原料化等 3 2 8 16

燃えがら 固形化 路盤材使用等 18 4 5 4

金属くず 金属回収 焙成 1 5 8 0 5 9

ｶ ﾞﾗｽ ］ﾝｸﾘｰﾄ胞碓器 くず ボード原料化等 2 3 2 8 .0 1

がれき類 破砕 路盤材使用等 4 3 8 2 6 1

再資源化等計 F 8 8 0 3 9 1

中間処理後処分量計 - J1 J n ぷ１ｎ ａ ･
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